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日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会
（
丸
山
郁
夫
会
長
）
と
日
吉
台
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
は
、
１
月
下
旬
、
校
舎
老
朽
化
の
う
え
統
合
化
が
浮
上
し
て
い

る
日
吉
台
小
に
つ
い
て
、
「
地
域
活
性
化
の
拠
点
に
な
る
よ
う
複
合
施
設
と
し
て
の
改

築
を
求
め
る
」
要
望
書
を
佐
藤
健
司
大
津
市
長
、
島
崎
輝
久
大
津
市
教
委
教
育
長
、
八

田
憲
児
大
津
市
議
会
議
長
の
三
者
に
提
出
し
た
。

大津市長、教育長らに要望書提出

要
望
書
に
よ
る
と
、
日
吉

台
学
区
は
、
高
齢
化
、
空
き

家
の
増
加
、
小
学
校
の
老
朽

化
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
な
ど
で
学
区
の
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で

抜
本
的
、
総
合
的
な
対
策
が

求
め
ら
れ
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
少
子
化
で
日
吉
台
小
の

統
合
化
問
題
も
浮
上
、
地
域

の
中
心
と
な
る
教
育
文
化
施

設
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

日
吉
台
小
の
存
続
に
あ
た
っ

て
は
、
単
に
存
続
さ
せ
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
と
複
合
化
を
図
り
、

新
た
な
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
な
る
魅
力
あ
る
施
設
と
な

る
よ
う
求
め
①
小
学
校
を
児

童
ク
ラ
ブ
、
公
民
館
等
を
含

め
た
複
合
施
設
と
し
て
建
て

替
え
ら
れ
た
い
②
体
育
館
の

空
調
設
備
を
整
え
、
広
く
住

民
が
活
用
で
き
る
と
と
も
に

避
難
所
と
し
て
も
活
用
で
き

る
体
育
館
と
し
て
建
て
替
え

ら
れ
た
い
③
地
域
活
性
化
の

た
め
移
住
者
助
成
制
度
を
創

設
し
、
移
住
者
誘
致
に
努
力

し
、
近
隣
小
の
児
童
増
加
に

伴
う
対
応
策
の
一
環
と
し
て

日
吉
台
小
の
活
用
検
討
な
ど

今
後
の
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
必
要
な
事
項
ー
の
取
り
組

み
を
求
め
て
い
る
。

要
望
書
提
出
に
つ
い
て
、

１
月
26
日
、
丸
山
郁
夫
学
区

自
治
連
合
会
長
、
野
々
口
義

信
日
吉
台
小
学
校
運
営
協
議

会
長
、
中
野
義
勝
学
区
教
育

を
語
る
会
会
長
が
大
津
市
教

委
の
島
崎
教
育
長
に
面
会
。

地
元
の
細
川
俊
行
市
議
も
同

行
し
た
。
要
望
に
対
し
島
崎

教
育
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
日

吉
台
で
の
地
域
活
動
、
取
り

組
み
に
理
解
を
し
た
う
え
で

「
要
望
に
つ
い
て
は
、
市
教

委
と
し
て
も
研
究
し
て
み
た

い
」
と
答
え
て
い
た
。

日
吉
台
学
区
で
は
、
少
子

高
齢
化
で
若
年
人
口
の
減
少

化
が
顕
著
。
園
児
の
減
少
で
、

市
立
日
吉
台
幼
稚
園
が
隣
接

の
坂
本
幼
稚
園
と
統
合
さ
れ

廃
園
。
日
吉
台
小
学
校
も
大

津
市
教
委
が
平
成
28
年
12
月

打
ち
出
し
た
「
大
津
市
立
小

中
学
校
規
模
適
正
化
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
、
統
合
化
問
題
が
浮

上
し
て
い
る
。
幼
児
教
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
日
吉
台
幼

稚
園
廃
園
後
は
、
学
区
の
運

動
が
み
の
り
、
今
春
幼
稚
園

跡
地
に
認
定
こ
ど
も
園
が
開

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住

民
を
安
堵
さ
せ
て
い
る
。

日
吉
台
小
の
複
合
化
施
設

で
の
改
築
案
は
、
昨
年
10
月

「
学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
」
の
事
務
局
会
議
で
提

起
。
学
区
自
治
連
合
会
と
同

小
学
校
運
営
協
議
会
（
日
吉

台
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
）
に
働
き
か
け
、
運
動
の

方
向
性
、
趣
旨
に
つ
い
て
了

承
を
得
、
要
望
行
動
と
な
っ

た
。

湖西道路遮音壁設置計画

湖
西
道
路
４
車
線
化
拡

幅
工
事
に
伴
う
騒
音
対
策
の

遮
音
壁
設
置
工
事
の
説
明
会

が
１
月
16
日
、
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
国
土

交
通
省
滋
賀
国
道
事
務
所
側

が
、
工
事
計
画
概
要
を
説
明

し
た
。

説
明
会
に
は
、
学
区
側
か

ら
丸
山
郁
夫
学
区
自
治
連
合

会
長
、
北
海
彰
学
区
４
車
線

化
騒
音
対
策
委
員
長
ら
が
出

席
。
国
交
省
側
は
、
先
に
行
っ

た
騒
音
測
定
結
果
が
国
の
環

境
基
準
の
規
制
値
を
超
え
て

い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
２

０
１
７
年
に
当
時
の
学
区
４

車
線
化
騒
音
対
策
委
に
示
し

た
当
初
計
画
案
を
大
筋
で
踏

襲
し
た
。

計
画
に
よ
る
と
、
学
区
内

の
４
丁
目
東
地
区
北
端
か
ら

高
さ
２
㍍
の
遮
音
壁
が
あ
る

高
橋
川
橋
梁
ま
で
に
高
さ
３

㍍
の
遮
音
壁
を
設
置
。
高
橋

川
橋
梁
と
１
丁
目
南
地
区
の

西
側
、
日
吉
台
側
の
一
部
に

は
、
す
で
に
既
設
の
遮
音
壁

が
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
と
し

た
。
４
丁
目
北
部
の
大
正
寺

川
橋
梁
部
は
既
存
２
㍍
の
遮

音
壁
を
３
㍍
に
か
さ
上
げ
、

当
初
計
画
を
一
部
修
正
し
た
。

日
吉
台
学
区
の
東
端
を
南

北
に
走
る
湖
西
道
路
坂
本
北

Ｉ
Ｃ
ー
真
野
Ｉ
Ｃ
間
、
６
・

６
㌔
は
、
現
在
上
下
２
車
線

で
開
通
し
て
い
る
が
、
観
光

シ
ー
ズ
ン
や
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
車
両
が
集
中
し
交
通

渋
滞
の
常
習
地
。
南
行
き
は

雄
琴
Ｉ
Ｃ
、
北
行
き
は
坂
本

北
Ｉ
Ｃ
を
先
頭
に
渋
滞
が
多

発
、
沿
線
住
民
か
ら
早
期
の

４
車
線
化
が
望
ま
れ
、
２
０

１
７
年
５
月
工
事
着
工
し
て

い
た
。

工
事
は
、
現
在
の
湖
西
道

路
東
沿
い
の
琵
琶
湖
側
に
新

た
に
２
車
線
を
整
備
、
３
㍍

の
中
央
分
離
帯
を
は
さ
ん
で

上
下
７
㍍
、
幅
20
・
５
㍍
の

４
車
線
道
路
と
な
る
。
４
車

線
化
完
成
後
の
通
過
交
通
量

を
１
日
４
万
７
２
０
０
台
と

想
定
し
て
い
る
。
４
車
線
化

が
完
成
す
る
と
、
真
野
Ｉ
Ｃ

か
ら
藤
尾
南
ラ
ン
プ
ま
で
通

常
24
分
か
か
っ
て
い
た
も
の

が
14
分
と

大
で
10
分
短
縮

す
る
と
国
交
省
滋
賀
国
道
事

務
所
で
は
み
て
い
る
。

４
車
線
化
工
事
に
あ
た
り
、

学
区
自
治
連
合
会
で
は
、
通

過
車
両
に
よ
る
騒
音
対
策
に

万
全
を
期
す
よ
う
要
望
、
２

０
１
７
年
10
月
、
学
区
自
治

連
合
会
湖
西
道
路
４
車
線
化

騒
音
対
策
委
を
設
置
、
国
交

省
側
と
騒
音
対
策
工
事
の
協

議
を
し
て
い
た
。
当
初
対
策

案
は
、
２
０
１
７
年
に
学
区

側
に
提
示
さ
れ
た
が
、
国
の

対
策
案
は
、
現
在
の
２
車
線

通
行
車
両
の
騒
音
値
を
も
と

に
は
じ
き
出
し
た
推
定
値
に

よ
る
対
策
案
で
４
車
線
通
行

量
の
対
策
案
と
し
て
は
、
不

十
分
、
遮
音
壁
外
側
な
ど
に

は
緑
化
行
い
、
景
観
に
配
慮

す
る
よ
う
求
め
る
な
ど
、
交

渉
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

今
回
示
さ
れ
た
計
画
案
は
、

対
策
案
と
し
て
は
当
初
計
画

と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
４
車

線
化
完
成
後
、
騒
音
測
定
を

行
い
環
境
基
準
値
を
超
え
た

場
合
は
、
早
急
に
対
処
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

今
回
の
対
策
工
事
は
、
令

和
３
年
度
予
算
で
設
計
を
行

い
、
そ
の
時
点
で
樹
木
の
伐

採
、
遮
音
壁
設
置
位
置
、
植

林
の
説
明
を
行
う
。
工
事
開

始
は
、
令
和
４
年
度
以
降
に

な
る
と
い
う
。

複
合
施
設
で
改
築
要
望

日
吉
台
小
・
地
域
活
性
化
の
拠
点
に

基
準
値
越
え
の
場
合
、
対
処
を
協
議

国
交
省
、
地
元
と
の
説
明
で

島崎教育長に要望書を渡す丸山学区自治連合会長
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日
吉
台
花
と
緑
の
会
（
北
海
彰
会
長
）
は
２
月
下
旬
、
学
区
内
の
児
童

公
園
に
植
樹
す
る
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
桜
の
苗
木

42
本
を
各
丁
の
公
園
愛

護
会
や
各
丁
に
配
布
。
配
ら
れ
た
苗
木
は
、
各
丁
の
愛
護
会
員
や
自
治
会

員
ら
の
手
で
児
童
公
園
な
ど
に
植
え
ら
れ
た
。

1
丁
目
南
地
区
で
は
、
２
月

23
日
、
地
区
の
愛
護
会
員
ら
が
出
て
９
号

公
園
と
同
公
園
周
辺
に
配
布
さ
れ
た
苗
木

12
本
を
植
樹
し
た
。
１
丁
目
南

の
植
樹
で
は
、
丁
内
に
今
春
、
小
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
が
お
り
、
新

入
学
児
童
の
林
駿
佑
君
（
６
歳
）
に
入
学
を
祝
っ
て
桜
の
記
念
植
樹
を
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
林
君
は
、
こ
の
朝
、
幼
稚
園
友
達
の
４
丁
目
西

在
住
の
中
嶋
勇
喜
君
（
６
歳
）
と
と
も
に
、
愛
護
会
の
お
じ
さ
ん
た
ち
に

植
え
方
を
教
わ
っ
た
あ
と
、
配
布
さ
れ
た
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
桜
の
苗
を

植
え
込
み
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
記
念
撮
影
の
カ
メ
ラ
に
納
ま
っ
て
い
た
＝

写
真
。

こ
の
桜
は
、
県
緑
化
推
進
会
が
、
関
西
み
ら
い
銀
行
緑
と
水
の
基
金
か

ら
寄
贈
を
受
け
、
日
吉
台
花
と
緑
の
会
が
配
布
を
受
け
た
も
の
。
ジ
ン
ダ

イ
ア
ケ
ボ
ノ
桜
は
、
花
は
淡
紅
色
の
一
重
咲
き
の
中
輪
。
開
花
期
は
４
月

上
旬
。

都
立
神
代
植
物
公
園
に
原
木
が
あ
る
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
花

色
が
濃
く
、
て
ん
ぐ
巣
病
に
か
か
り
に
く
く
、
日
本
花
の
会
で
は
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
後
継
品
種
と
し
て
栽
培
奨
励
し
て
い
る
。

市
立
日
吉
台
幼
稚
園
跡
地

に
開
設
さ
れ
る
認
定
こ
ど
も

園
「
日
吉
台
至
明
こ
ど
も
園
」

は
３
月
14
日
、
園
舎
建
設
工

事
完
成
式
を
行
い
、
４
月
１

日
開
園
す
る
。
同
こ
ど
も
園

を
運
営
す
る
大
津
市
坂
本
８

丁
目
、
社
会
福
祉
法
人
「
一

向
山
福
祉
会
」
（
西
川
義
光

理
事
長
）
は
、
至
明
こ
ど
も

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
、

園
児
募
集
を
開
始
す
る
な
ど

開
園
準
備
を
進
め
て
い
る
。

日
吉
台
至
明
こ
ど
も
園
は
、

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
。
定
員
は
、

幼
稚
園
機
能
の
１
号
認
定
15

人
、
保
育
園
機
能
の
２
・
３

号
認
定
60
人
の
計
75
人
。

園
舎
建
設
は
、
昨
年
９
月

１
日
に
旧
日
吉
台
幼
稚
園
跡

地
で
、
仏
式
に
よ
る
起
工
式

が
行
わ
れ
以
来
、
急
ピ
ッ
チ
。

１
月
末
に
は
本
体
を
囲
む
足

場
や
シ
ー
ト
が
取
り
払
わ
れ

２
階
建
て
延
べ
６
０
０
平
方

㍍
の
青
い
屋
根
に
ク
リ
ー
ム

色
の
園
舎
本
体
が
姿
を
現
わ

し
、
現
在
仕
上
げ
工
事
が
進

ん
で
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
福
祉

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ー
ナ
ー

に
開
設
。
「
旧
日
吉
台
幼
稚

園
跡
地
に
日
吉
台
至
明
こ
ど

も
園
と
し
て
開
園
す
る
。
重

量
鉄
骨
２
階
建
て
の
園
舎
。

広
い
園
庭
か
ら
は
比
叡
山
が

一
望
出
来
る
。
２
階
に
は
、

プ
ー
ル
を
設
置
。
遊
戯
室
ホ
ー

ル
や
各
部
屋
と
廊
下
に
天
窓

を
設
置
し
、
広
い
空
間
と
日

光
を
取
り
入
れ
る
工
夫
を
施

し
た
。
地
震
に
強
い
重
量
鉄

骨
で
あ
り
な
が
ら
木
材
を
多

く
使
用
、
火
災
防
止
の
ス
ク

リ
ン
ク
ラ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
を
備
え
る
」
な
ど
、
園

舎
建
物
の
特
色
を
紹
介
し
て

い
る
ほ
か
、
開
園
後
の
年
間

行
事
計
画
、
保
育
園
で
の
一

日
の
過
ご
し
方
や
活
動
を
紹

介
す
る
園
の
一
日
ほ
か
、
開

園
に
あ
た
っ
て
の
園
児
募
集
、

職
員
募
集
の
記
事
も
掲
載
し

て
い
る
。

そ
の
う
ち
園
児
募
集
で
は
、

1
号
認
定
の
３
歳
児
以
上
の

幼
稚
園
児
は
、
同
園
（
０
７

７
ー
５
７
４
ー
７
０
８
８
）

へ
問
い
合
わ
せ
る
。
２
号
、

３
号
認
定
の
０
歳
～
５
歳
児

の
保
育
園
児
は
大
津
市
役
所

保
育
幼
稚
園
課
（
０
７
７
ー

５
２
８
ー
２
７
４
６
）
へ
連

絡
す
る
。

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

は
、
学
区
内
１
丁
目
南
の
空

き
家
所
有
者
か
ら
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
軒
先
ガ
レ
ー
ジ
の

借
り
主
を
募
集
し
て
い
る
。

こ
の
借
り
主
募
集
に
つ
い
て

は
、
先
月
号
で
記
事
掲
載
し
、

２
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、

成
約
に
至
ら
ず
改
め
て
の
募

集
と
な
っ
た
。

借
り
手
を
募
集
し
て
い
る

の
は
、
1
丁
目
南
地
区
の
第

１
公
園
近
く
の
民
家
軒
先
ガ

レ
ー
ジ
。

学
区
内
で
は
、
マ
イ
カ
ー

を
複
数
所
有
す
る
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
が
、
住
宅
地
で

は
１
台
し
か
駐
車
で
き
な
い

車
庫
が
多
い
。
空
き
家
対
策

委
が
、
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

学
区
内
の
路
上
駐
車
を
防
ぐ

た
め
、
住
民
の
戸
建
て
住
宅

敷
地
内
で
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
ガ
レ
ー
ジ
を
車
庫
と
し
て

使
う
あ
っ
せ
ん
事
業
を
始
め

て
い
る
。

駐
車
料
金
は
有
料
。
料
金

に
つ
い
て
は
、
借
り
主
、
貸

し
手
が
協
議
し
て
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
空
き
家

対
策
委
が
双
方
の
協
議
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
。
詳
細
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
申
し

込
み
は
、
学
区
空
き
家
対
策

委
の
濱
崎
事
務
局
長
（
０
９

０
ー
５
０
５
３
ー
５
４
５
５
）

ま
で
。

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
は
２

月
17
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
い
た
理
事
・
役
員

会
で
、
「
平
石
」
、
「
湖
星
」

「
コ
ス
モ
ス
」
、
「
げ
ん
き
」

の
学
区
内
４
老
人
ク
ラ
ブ
に

対
し
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
が
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
に

つ
い
て
一
般
自
治
会
員
の
参

加
が
可
能
な
「
開
か
れ
た
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
」
が
で
き
る

よ
う
協
力
要
請
を
行
っ
た
。

学
区
自
治
連
合
会
と
行
っ

た
令
和
３
年
度
予
算
折
衝
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
、
自
治
連
合
会

か
ら
老
ク
連
に
対
し
「
自
治

連
の
公
金
補
助
に
あ
た
っ
て

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
に
つ
い
て
一

般
自
治
会
員
も
参
加
が
可
能

な
門
戸
を
開
放
す
る
の
が
望

ま
し
い
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、

老
ク
連
が
、
４
老
人
ク
ラ
ブ

に
対
し
、
令
和
３
年
度
の
新

年
度
の
活
動
開
始
に
あ
た
り
、

「
開
か
れ
た
活
動
」
を
検
討

す
る
よ
う
協
力
呼
び
掛
け
を

行
っ
た
。

４
老
人
ク
ラ
ブ
や
老
ク
連

で
は
、
一
般
自
治
会
員
の
参

加
を
認
め
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
も
あ
る
が
、
こ
れ
を

機
会
に
さ
ら
に
「
開
か
れ
た

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
の
徹
底

を
図
る
こ
と
と
し
た
。

老
ク
連
と
し
て
は
、
令
和

３
年
度
総
会
開
催
に
あ
た
り
、

同
年
の
活
動
方
針
に
「
開
か

れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
」

と
し
た
文
言
を
追
加
、
決
意

を
示
し
、
各
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
の
一
般
参
加
の
参

加
料
の
取
り
扱
い
、
保
険
の

取
り
扱
い
に
特
に
留
意
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

老
ク
連
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
か
ら
４
老
人
ク
ラ
ブ
の

自
主
性
を
尊
重
し
て
お
り
、

各
ク
ラ
ブ
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
、

行
事
な
ど
で
門
戸
開
放
が
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
の
検
討

を
求
め
る
も
の
。
一
般
自
治

会
員
の
参
加
が
増
え
る
こ
と

で
、
低
迷
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

加
入
者
増
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

日吉台至明こども園、開園へ

ガ
レ
ー
ジ
借
り
手
再
募
集

１
南
地
区
の
空
き
家

開かれた老人クラブへ

行事等に一般自治会員が参加できるように

園 舎 工 事 が ほ ぼ 完 成 し た 日 吉 台 至 明 こ ど も 園

学
区
を
桜
満
開
に

新 1年生が記念植樹 1 南


